
 

           
 

営農者会 会報 

２０２０年６月２６日・第６号  

第６号は、「第４回通常総会」の案内やレジ袋有料化義務化、高収益作物次期作支援交付

金等の情報案内です。 

◆第４回通常総会 
営農者会では、例年、４月に通常総会を開催しておりますが、新型コロナウイルスの感

染拡大防止という観点から、開催を見合わせておりましたが、２０１９年度第４回の通常

総会は、来る、７月１５日（水曜日）書面議決で行うこととなりました。 

別途案内させていただきますが、「第４回ＪＡ京都中央営農者会通常総会資料」をお読み

の上、お手数おかけいたしますが７月１５日（水曜日）までに、「議決権行使書」を営農者

会事務局までご提出ください。 

 

◆みのり姫マルシェ（地域特産物の即売会） 

７月１６日（木曜日）ＪＡ京都中央と営農者会の事業支援による、農産物の即売会を神

足支店東側の駐車スペースを活用し、開催することとなりました。 

 即売会は、前回同様、管内の特産物や各地域の魅力を情報発信し、消費者に伝えること

と、新たな販売方法の拡大を図ることを目的に行います。 

 

 ○重要なお知らせ 
 ◆レジ袋有料化義務化について 
国による容器包装リサイクル法の改正に伴い制定された省令（容器包装廃棄物の排出の

抑制の促進に関する省令）が改正となり、あらゆるプラスチック製レジ袋を有料化し、過

剰な使用を制限することが法令化されます。  

２０２０年７月１日より全国一律で有料化されますので、当ＪＡにおいても経済センタ

ー店舗でのレジ袋について、７月１日より有料化になります。 

生産者の皆さんが運営されている直売所や無人販売所なども対象となりますので、ご注

意ください。 

※持ち手があるプラスチック製の買物袋が対象で、紙袋、布製袋は法令の対象外です。 

 

 ◆高収益作物次期作支援交付金について 
 新型コロナウイルス感染症の発生により、需要が減少し、市場価格が低落する等の影響

を受けた野菜・花き・果樹・茶等の高収益作物について、次期作に前向きに取り組む生産

者に対して、国からの交付金が交付されます。 

 交付対象者は、２０２０年２月から４月の間に野菜、花き、果樹、茶について、出荷実

績がある又は廃棄等により出荷できなかった生産者の方。申請窓口は、各市町の農林部局

となっています。 

 

京都中央農業協同組合 
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○６月２３日地域役員会での協議内容等 

 

 

 

 

 

 

 
○連絡事項 
 ○２０２０年度の会費徴収について 

口座振込か、各支店又はエリア担当者に納付できますので、ご用命ください。 

口座へ振込される際に手数料が発生致しますので、ご注意ください。 

 ◆年会費  ５００円／１人 

  

 ◆２０２０農機商談会開催の情報案内 
大型農業機械の展示と商談会を西南部経済センター駐車場において、７月１４日（火曜

日）～１７日（金曜日）まで日中の高温の時間帯を除きコロナウイルス感染症拡大防止対

策として、地域ごとに日時を決めて開催することとなりました。（表１参照） 

また、北部地域は、北部経済センター駐車場において、７月２１日（火曜日）～２２日

（水曜日）に開催致します。 

※農機商談会の開催時は、高温が予想されるほか、屋外で開催しますので、新型コロナ

ウイルス感染症予防の関係でマスクを着用することとしておりますが熱中症のリスクが高

くなりますので、こまめに水分補給などを心がけていただきますようお願い申し上げます。 

               ・表-１    

月・日 
曜

日 
開催時間 対象地域（支店） 

7月 14日 火 
午前１０時～１２時 神足・海印寺 

午後３時～午後５時 乙訓・大山崎 

7月 15日 水 
午前１０時～１２時 久世・向島 

午後３時～午後５時 向日 

７月１６日 木 
午前１０時～１２時 羽束師・淀 

午後３時～午後５時 大原野 

7月 17日 金 
午前１０時～１２時 洛南 

    

7月 21日 火 午前９時３０分～１２時 
市原野・花背・

大原・高雄 

7月 22日 水 午前９時３０分～１２時 岩倉 

 

・コロナウイルス感染症により２０２０年度の役員改選においては、遡及的な措置により、次年

度の総会において、ＪＡの役員任期と合わせて３年任期に規定を変更する。 

・ＪＡの事業運営や営農者会役員との連携や情報共有など議論の場をもっと増やせばどうか。Ｊ

Ａ役職員との懇談会なども計画したらどうかとの意見あり。 

・２０２０年度事業計画は、事務局提案で進み、必要に応じて事業を盛り込む。 

・営農者会の運営について魅力がないのか事業の参加者が減少気味であり、今後、活動が心配。 

・営農者会の地域役員について、若手担い手農家の参画をもっと幅広く呼び掛け出来ないか。次

期、役員の選出も課題が多くある。ＪＡ事業センターによる排水対策としてサブソイラーなどの

受託作業を行ってほしい。営農者会からの助成措置など。 

・高齢化や農地の減少、地域農業は衰退していく傾向であり、新規就農者支援などＪＡの目指す

方向など営農者会との連携が必要。新たな事業展開など、挑戦してほしい。失敗して学ぶことも

必要では。 

 


